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第２回北海道犯罪被害者等支援施策推進懇談会における御意見と対応状況 
 

№ 発言者 構成員意見 対応状況 

① 山田座長 全都道府県に犯罪被害者支援条例があり、その
うち２１都県には見舞金条項がある。これは地域
によって支援内容に差があってはいけないという
都県の判断でそういう網をかぶせているもの。 
当座の諸々の不安を取り除くことは極めて重要

な視点なので、今後の検討に当たっては、そういう
視点も盛り込み、何らかの支援策を考えてほしい。 

道では、「必要な支援がどこに
住んでいても等しく切れ目なく
受けられるよう」支援制度を有す
る地方公共団体への財政支援を
国に求めているところです。 
引き続き、計画「Ⅳ重点課題と

施策の第２の２経済的負担の軽
減」の具体的取組を推進し、犯罪
被害者等の経済的負担の軽減に
努めます。 
いただいたご意見については、

今後の施策検討の参考とさせて
いただきます。 

② 高山委員 この５年間において、経済的な支援や医療関係
については、あまり利用できなかったという思い
がある。被害者には損害賠償がすぐに入ってくる
わけではないので、立替や緊急支援金、見舞金な
ど、すぐに使えるものがあればいいと考えている。 

計画「Ⅳ重点課題と施策の第２
の２経済的負担の軽減」の具体的
取組を推進し、犯罪被害者等の経
済的負担の軽減に努めます。 
いただいたご意見については、

今後の施策検討の参考とさせて
いただきます。 

③ 内藤委員 最近、高齢者が被害に遭いやすい特殊詐欺やＳ
ＮＳ型投資・ロマンス詐欺が後を絶たない。若い人
も被害に遭うことが多く、自己破産せざるを得な
いことも結構ある。流れた金が、次の新しい犯罪に
使われることは食い止めなければいけない。 
計画を立てる際には、ＳＮＳ型投資詐欺等の危

険性を啓蒙、ＰＲするような内容も盛り込んでい
ただければと考えている。 

ご意見を踏まえ、計画「Ⅳ重点
課題と施策の第２の１の(5)特殊
詐欺による被害の回復の支援」の
記載を修正します。 

④ 目黒委員 道警がきめ細かく犯罪対策をしていることを道
民にもっと啓発してあげたら、早く立ち直れるの
ではないかと考えている。 
医学的には、中絶のためのピルが割と手に入り

やすくなったということもあるので、こうしたこ
とも適正に周知すべきと思っている。 

計画「Ⅳ重点課題と施策の第１
の１相談及び情報提供体制の充
実」の具体的取組を推進し、犯罪
被害者等が適切な支援を受けら
れるように努めます。 

⑤ 橋本委員 札幌市の場合、精神科医療の補助をもらい、心理
療法を受けに来る方がまれにいるが、とても良い
制度なので、広く知られていくと良いと思う。道内
各地の方も使えたら良いなと考えている。 

計画「Ⅳ重点課題と施策の第２
の２の(5)カウンセリング等心理
療法の費用負担軽減」による取組
を推進し、公費負担制度の周知に
努めます。 

⑥ 木屋委員 前回、鎌田委員から、警察の「ギュっとチャンネ
ル」を紹介いただいたが、これを見ると、地区ごと
にいろいろな施策があるということが分かるた
め、検察庁内部でもよく参考にするよう周知して
いる。こうしたことを通じて、検察庁職員も被害者
支援施策等の知識を深められればと思っており、
その結果、捜査、公判の段階からいろいろな施策に
つなげていければと思っている。 

いただいたご意見等について
は、今後の施策検討の参考とさせ
ていただきます。 

⑦ 鎌田委員 骨子案については、国の見直し内容をよく整理
して、それに準拠しているかどうかを比較対照し、
漏れのないよう検討していることが分かった。 
現行計画の点検結果のとおり、被害者支援につ

いては、終了して良いというものはなく、引き続き
取り組む必要がある施策が大半なので、それを基
にした改定骨子案に準拠していくという考え方は
引き継いでいくべきと考えている。 

 ご意見を踏まえ、計画の見直し
に取り組みます。 

 


